

















キーワード : 性的マイノリティ LGBT ガイドライン  調査研究 
 
1.はじめに・目的 
IFSW (=International Federation of Social Workers ;国際ソーシャルワーカー連盟)と 





IFSW の 2014 年メルボルン総会で採択された国際方針「性的指向とジェンダー表現





IFSW の立場性を明確にしている(注 1)。 
 では、日本の動向はどうか。日本のソーシャルワーク専門職の国家資格である社会福祉
士・精神保健福祉士養成課程における教育内容・教育課程は 2019 年に見直しが公表され
ており、2021 年 4 月より、全国の社会福祉士・精神保健福祉士養成校において導入され
ることとなっている。その中では性的マイノリティに関して言及されていることが確認で
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ガイドラインは作成していない(注 5)。そこで、ソーシャルワーク専門職にとっても多大
なる影響を有する APA (=American Psychological Association;米国心理学会)が策定し、
公表している APA(2012)「LGB クライエントへの心理学的実践ガイドライン(Guidelines 






































護局障害保健福祉部精神・障害保健課,2019)(注 2)。厚生労働省が 2019 年 6 月 28 日に示
した『社会福祉士養成課程のカリキュラム(案)』(厚生労働省社会・援護局福祉基盤課 福


































ソーシャルワーク専門職の職能団体である NASW(=The National Association of Social 
Workers;全米ソーシャルワーカー協会)は性的マイノリティに関する委員会の設置をし、
性的マイノリティに関する政策方針を明らかにしているが、性的マイノリティに特化した
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年 6 月 13 日)」は、男性同性間の性的接触が全体の 60%を占めていることに留意すべきで
あるとし、個別施策層としての同性愛者への取り組みの方向性を示した。その報告書によ













として「1 男性同性間の HIV 感染対策に主眼をおいた施策と事業の実施」「2 男性同性愛
者の若年及び青年層への HIV/性感染症の予防啓発と早期検査・早期治療の促進」「3 男性
同性愛者の中高年層への HIV/性感染症の早期検査・早期治療の促進」「4 HIV 陽性者に対
する偏見・差別の撤廃、及び治療・相談体制の確立」が望まれるとし、「MSM における














1995 年、厚生省 HIV 疫学研究班の研究班員であった市川は、週 3 日 6 週間にわたり、
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3.4. LGB クライエントへの心理学的実践ガイドライン 
最後に、APA(2012)による「LGB クライエントへの心理学的実践ガイドライン












という 6 つの項目のもとに 21 のガイドラインを策定し、さらにその根拠となる「リファ
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注 3)LGB とは、レズビアン(L)・ゲイ(G)・バイセクシュアル(B)のことである。 
注 4)クィア領域とは、性の多様性について研究を行うクィア・スタディーズを差している。なおクィア・
スタディーズについては河口(2003)が詳しい。 
注 5)NASW は LGBT に特化したガイドラインは策定していないが、LGBT に関する政策方針を積極的に
示している。なお、本稿執筆時の政策方針最新版は NASW(2018)である。 
注 6)MSM(Men who have Sex with Men)とは、男性同性間性的接触者のことをいう。 
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